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１．地震概要
●発生日時

：平成23年3月11日（金）14時46分
●震 源

：三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近）深さ約24km
●規 模

：マグニチュード９．０
●地 震 名

：「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」
●主な震度

：震度７ 栗原市
震度６強 仙台市、名取市、登米市、大崎市、

東松島市、涌谷町他
震度６弱 石巻市、岩沼市、白石市、松島町、大和町、

富谷町他

震源地

我が国の主な地震（明治以降）

*1 被害数は理科年表、総務省消防庁の資料による。
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震については警察庁（平成23年5月18日時点）
の資料による

*2 括弧付きは微・弱・強・烈の階級で記載している震度を、１～６におきかえて記載している

○3月11日14時46分頃に三陸沖を震源とするマグニチュード９．０の巨大地震が発生
○宮城県栗原市で震度７、宮城県、福島県、茨城県、栃木県で震度６強など広い範囲で強い揺れを観測
○震度７は、観測史上３回目・・・2004年新潟県中越地震、1995年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震は
阪神淡路大震災の355倍のエネルギー
新潟県中越沖地震の1995倍のエネルギー

２．余震
●余震回数（5月16日時点 本震除く）：

M7以上5回 M6以上76回 Ｍ5以上456回
※4月7日 11日にＭ７以上の地震発生

３．長野県北部の地震について
●発生日時：平成23年3月12日（土）3時59分
●震 源：長野県北部、深さ8km（暫定値)
●規 模：マグニチュード6.7(暫定値)
●主な震度：震度６強 長野県栄村

震度６弱 新潟県十日町市、津南町 余震の発生状況

死者

行方不明者(*1)

明治24年 8 (6)  濃尾地震    死者 7,273

明治29年 8.2 （2～3）  明治三陸地震 死者 21,959

大正12年 7.9 (6)
 関東地震
 （関東大震災）

死・不明 10万5千余

昭和8年 8.1 5  昭和三陸地震 死・不明 3,064

昭和19年 7.9 6  東南海地震 死・不明 1,223

昭和21年 8 5  南海地震 死者 1,330

平成7年 7.3 7
 兵庫県南部地震
 （阪神・淡路大震災）

死者 6,434 不明 3

平成15年 8 6弱
 平成15年（2003年）
 十勝沖地震

死者1 不明1

平成16年 6.8 7
 平成16年(2004年)
 新潟県中越沖地震

死者 68

平成23年 9 7
 平成23年(2011年)
 東北地方太平洋沖地震

死者 15,112
不明　9,066

発生年 Ｍ 地震名
最大震度

(*2)

東北地方太平洋沖地震の概要

震源地

平成23年3月11日14時46分頃の
地震震度分布図

3

東日本大震災による被害と対応
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最大浸水した範囲

国土地理院 浸水範囲概況図より転載

＜参考＞
・東京都区部山手線の内側の面積：約63 ㎢
・関東大震災（大正12年）の焼失面積：約35 ㎢
・阪神・淡路大震災（平成7年）の土地区画整理事業実施面積：約2.6 ㎢

石巻市

南三陸町

東松島市

七ヶ浜町

仙台市

多賀城市

名取市

亘理町

山元町

岩沼市

南相馬市

新地町

相馬市

陸前高田市

気仙沼市

釜石市

大槌町

山田町

気仙沼市

陸前高田市

津波浸水範囲

陸前高田市の被災状況

被災前（2010.10.18,29）

被災後（2011.3.13）
※被災前後の写真は第４回東日本大震災復興構想会議（平成23年5月10日）より作成

東北・関東地方の約561k㎡が津波により浸水

出典：浸水面積は国土地理院調べ、被災建物棟数は平成23年8月4日都市局記者発表資料より

○青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉の6県では、約561k㎡が津波により浸
水
○被災建物棟数は約22万棟（うち全壊（流失含む）約12万棟）

5

地震に伴う地殻変動（広範囲にわたる大きな地盤沈下）

○東北地方太平洋沖地震に伴い、全国の広い範囲で地殻変動
○土地利用、施設等の基本となる位置、標高、災害リスク等の国土条件が変化

本震（M9.0）に伴う地殻変動
等変動量線図（水平変動量）
基準期間：2011/03/01 21:00 - 2011/03/09 21:00 R3速報解 平均値
比較期間：2011/03/11 18:00 - 2011/03/11 21:00 Q3迅速解 平均値

基準期間：2011/03/01 21:00 - 2011/03/09 21:00 R3速報解 平均値
比較期間：2011/03/11 18:00 - 2011/03/11 21:00 Q3迅速解 平均値

本震（M9.0）に伴う地殻変動
等変動量線図（上下変動量）

電子基準点牡鹿
約1.2m沈下

電子基準点牡鹿
約5.3m

電子基準点牡鹿
約5.3ｍ

島根県にある電子基準点「三隅」が地震前後で動いていないと仮定して計算 島根県にある電子基準点「三隅」が地震前後で動いていないと仮定して計算
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海岸堤防約300kmのうち約190kmが全半壊

海岸堤防の被災状況

（被災後）

（応急対策状況）

大型土のうによる仮締切

堤防の流失

仙台湾南部海岸（山元海岸）（宮城県山元町）
せんだいわんなんぶ

長浜海岸（宮城県石巻市）
ながはま

盛土と捨石による仮締切

（応急対策状況）

やまもと

岩手県

宮城県

福島県

盛土と捨石による仮締切

金浜海岸（岩手県宮古市）
かねはま

（応急対策状況）

永崎海岸（福島県いわき市）
ながさき

大型土のうによる仮締切

金浜海岸

長浜海岸

仙台湾南部海岸
（山元海岸）

永崎海岸

（応急対策状況）

位置図

○岩手、宮城、福島三県の海岸線延長約１，７００ｋｍのうち、海岸堤防等がある海岸約３００ｋｍの約１９０ｋｍが全半壊。
○このうち、背後に重要施設等がある区間約５０ｋｍについては、９月末までに応急対策を概ね完了。
○被災市町村策定の復興計画等と調整の上、順次本復旧に着手し、概ね５年での全区間完了を目指す。
※国施工区間（代行区間を含む）のうち、背後に重要施設がある区間においては、概ね平成24年度を目途に完了することを目標とする。

7

排水作業箇所

② 【排水効果】東松島市大曲地区① 【排水効果】石巻市釜谷地
区

③ 【排水効果】仙台空港周辺

3月27日

④ 排水ポンプ車の稼働状況

3月13日

山田町

釜石市

陸前高田
市

気仙沼市

大船渡市

大槌町

岩手県

気仙沼市

石巻市

南三陸町

東松島市

仙台市

多賀城市

名取市

亘理町

山元町

岩沼市

新地町

相馬市

南相馬
市

七ヶ浜町

宮城県

福島県

最大浸水した範囲

国土地理院 浸水範囲概況図より転載

○3月11日に発生した地震津波により、太平洋沿岸が広域に冠水。（ 3月13日時点の湛水量は 約1億1,200万㎥）
○このうち、湛水面積、湛水深が大きく、自然排水が困難な箇所について、全国に配備している排水ポンプ車を集結し、重点的に

排水作業を実施。
○3月12日～6月28日までに、10市6町に延べ3,945台・日の排水ポンプ車を投入し、排水を完了。

岩手県 １市１町

宮城県 ７市４町

福島県 ２市１町

①

②

③

④

3月28日

4月6日

3月27日

4月3日

全国の排水ポンプ車を東北に集結して浸水対策を実施

6
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中央防災会議 「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」 報告（平成２３年９月２８日） を基に水管理・国土保全局作成

東北地方太平洋沖地震・津波の特徴
・平成23年 3月11日に三陸沖を震源とするM9.0の巨大地震が発生し、広い範囲で強い揺れを観測。

・この地震により、北海道から関東の広域にわたり、巨大な津波が発生。（海岸堤防を越流）
・青森・岩手・宮城・福島・茨城・千葉の６県６２市町村で561km２が津波により浸水※１。
・約128,477戸が全壊、死者約15,845人、行方不明者約3,380人※２。
・岩手、宮城、福島三県の海岸堤防・護岸延長約300kmのうち、約190kmが全半壊。

・広い範囲で地殻変動（電子基準点「牡鹿」が東南東方向へ約5.3ｍ動き、約1.2m沈下）※３。
・地殻変動により、広い範囲で地盤沈下が発生。

津波レベル ： 発生頻度は極めて低いものの、発生す
れば甚大な被害をもたらす津波

住民等の生命を守ることを最優先とし、住民の避難を軸に、とり
うる手段を尽くした総合的な津波対策を確立

最大クラスの津波最大クラスの津波

津波防災地域づくりに関する法律
・基礎調査、津波浸水想定
・推進計画
・津波防護施設
・津波災害警戒区域、津波災害特別警戒区域

津波レベル ： 発生頻度は高く、津波高は低いものの
大きな被害をもたらす津波

住民財産の保護、地域経済の安定化、効率的な生産拠点の確
保の観点から、海岸保全施設等を整備

比較的発生頻度の高い津波比較的発生頻度の高い津波

海岸堤防等による対応
・海岸堤防の高さの設定手法
・海岸堤防の粘り強い構造
・河川・海岸構造物の景観配慮
・復興の事業計画、工程表

※１：国土地理院資料（10万分1浸水範囲概況図）を基に水管理・国土保全局作成
http://www.gsi.go.jp/kikaku/kikaku60003.html

※２：警察庁資料（平成23年（2011）年東北地方太平洋沖地震の被害状況、平成24年1月23日時点）を基に水管理・国土保全局作成
http://www.npa.go.jp/archive/keibi/biki/index.htm

※３：国土地理院資料（GPS連続観測から得られた電子基準点の地殻変動）を基に水管理・国土保全局作成
http://www.gsi.go.jp/chibankansi/chikakukansi40005.html

津波レベルと対策の基本的考え方

9

海岸堤防の本復旧は平成27年度までに完了予定海岸堤防の本復旧は平成27年度までに完了予定

仙台市
名取市

岩沼市

山元町

堤防復旧着手箇所

亘理町

代行区間（約17.8km） 直轄区間(約13.9km）

名亘浄化センター仙台空港

南蒲生
浄化センター

深沼北工区 深沼南工区 閖上北釜工区 二ノ倉工区 蒲崎工区 笠野工区 中浜工区

仙台湾南部海岸

※工事の進捗状況等により、変更することがある

Ｈ２３年度着手箇所(予定含む）
復旧・復興に不可欠な施設

事業計画及び工程表事業計画及び工程表

○仙台空港や下水処理場等の地域の復旧・復興に不可欠な施設が背後にある区間は、概ね平成２４年度末を目途に
完了することを目指す。（平成24年1月29日「仙台湾南部海岸 堤防復旧着工式」を開催）

○その他の区間においても、順次復旧を進め、概ね５年での完了を目指す。

仙台湾南部海岸（直轄区間・代行区間）の堤防復旧仙台湾南部海岸（直轄区間・代行区間）の堤防復旧

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

海岸対策

H２３ H24 H25
H26以降

復旧堤防高さの決定

（9/9:宮城県、10/8:福島県、9/26・10/20岩手県）

施工準備

（堤防設計等）

応急対策

※地域生活・産業・物

流・農業の復旧・復興に

不可欠な施設が背後に
ある海岸（約50km）

本復旧（逐次完了し、全ての区間について概ね５年での完了を目指す。）
（ただし、国施工区間（代行区間を含む）のうち、仙台空港や下水処理場等の地域の復旧・復興に不可欠な施設が背後にある区間において、

概ね平成２４年度末を目途に完了することを目標とする。）

8
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福島第１原発

福島第２原発
避難指示区域

馬淵川
13箇所

北上川
646箇所

鳴瀬川
364箇所

名取川
35箇所

阿武隈川
137箇所

久慈川
110箇所

那珂川
129箇所

利根川
659箇所

荒川
22箇所

緊急復旧後

○国管理区間の河川堤防等で地震・津波で被災した、北上川水系等9水系2,115箇所については、H23年7月までに1箇所を除き応急対策が完了。
○そのうち9水系1,791箇所については、被災前と同程度の安全水準まで本復旧を完了。
○残り8水系324箇所については、 H24年出水期までに、一部を除き被災前と同程度の安全水準（地盤沈下分を含む）を確保する本復旧を完了。
○津波の遡上が想定される区間については、海岸堤防の整備計画及び市町村が策定する復興計画等と整合を図りながら、津波対策等として必要な高さの堤防を逐次整備し、概ね５年を目

途に全箇所を完了させることを目標とする。（まちづくりと一体となって実施する区間については、まちづくりと堤防整備の調整を図りながら実施。）併せて、水門等の機能が確実に発揮
されるよう、耐震化、自動化及び遠隔操作化の対策を実施するとともに、堤防において液状化のおそれがある箇所は対策を実施。

3/14 工事用道路

１車線復旧完了

緊急復旧を完了し、
下流釜谷地区の孤立を解消

北上川【石巻市】

被災状況

堤防流出・決壊

4/6 工事用道路
２車線に拡幅完了

工事用道路の拡幅が完了し、
対面交通が可能となる。

堤防亀裂

那珂川【水戸市】

江戸川【幸手市】

被災状況

堤防法崩れ

緊急復旧後

首都圏を洪水から守る堤防

緊急復旧後

特に緊急的な対応が
必要な箇所（河川堤防等）
（対策完了）

堤防に異常が見られる区域

被災した2115箇所は、H24出水期

までに、一部を除き被災前と同程度
の安全水準（地盤沈下分を含む）を
確保する本復旧を完了済

6/30 緊急復旧完了

関東地整管内
920箇所

東北地整管内
1195箇所

11

河川堤防は2,115箇所に被害（関東の河川においても多くの被害）

海岸堤防の高さの基準となる設計津波の水位の設定
（すべての海岸で同じ考え方（設定基準）により、一定の安全水準を確保※）

一連の海岸や湾ごとに
・過去の津波の痕跡高さの記録の整理
（例：貞観地震、明治三陸地震、昭和三陸地震、

チリ地震、2011年東北地方太平洋沖地震 等）
・発生の可能性が高い地震等の津波シミュレーションの実施
（例：想定宮城県沖地震 等）

数十年～百数十年の頻度で発生している
津波を対象に設計津波の水位を設定。

※沿岸で一定の安全度を確保するため、政府の中央防災会議で示された国の基本的考え方に基づき、農林水産省及び国土交通省が
海岸堤防の設計で想定する津波高さの設定基準を海岸管理部局に通知。（7/8付）

被災前の海岸堤防

地盤沈下

被災した海岸堤防

1896年 明治三陸地震津波

1933年 昭和三陸地震津波

1960年 チリ地震津波

2011年 東北地方太平洋沖地震津波

＜最大クラスの津波＞
・住民避難を柱とした総合的防災対策
を構築する上で設定する津波

＜比較的頻度の高い津波＞
・海岸堤防の建設を行う上で想定する津波

海岸堤防の高さの設定手法について

10
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河川名 津波観測
５０cm以上の水位変動を
観測した最も上流の観測所

荒川 0.82m　（南砂-0.63k） 笹目橋（左岸28.4k）

江戸川 1.07m　（妙典0.71k） 可動堰下（右岸2.95k)

多摩川 0.95m　（河口0.09k） 田園調布下（左岸13.2k）

鶴見川 1.15m　（芦穂橋1.8k） 亀の子橋（右岸13.8k）

隅田川 0.75m　（小台15.0k） －

○荒川で最大偏差約82cmを記録、河口から約30kmにおいても津波遡上
○隅田川で最大偏差約75cmを記録

さいたま市

多摩川 荒
川

鶴
見
川

江
戸
川東京都

神奈川県

県

荒川

新宿区

荒川
笹目橋 28.4K

多摩川
田園調布下13.2K

鶴見川
亀の子橋 13.8K

江戸川
可動堰下 2.95Ｋ

鶴見川 芦穂橋
１．８ｋ

３／１１ １７：５０

第２波

１．１５ｍ
（最大偏差）

隅
田
川

行徳可動堰
3.3ｋ

隅田川 小台
１５．０ｋ
０．７５m

（最大偏差）

秋ヶ瀬堰
35.0ｋ

調布取水堰
13.3ｋ

荒川 南砂
－０．６３ｋ

３／１１ １９：１０
第３波
０．８２m

（最大偏差）

江戸川 妙典
０．７１ｋ

３／１１ １８：３０
第２波
１．０７ｍ

（最大偏差）

多摩川 河口
０．０９ｋ

３／１１ １７：５０
第２波
０．９５m

（最大偏差）

鶴見川

東京湾に流れ込む河川にも津波が遡上

13
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）

観測場所

0311本震

0407余震

過去の地震

○今回の地震による地震動は、既往の地震に比べて継続時間が長いことが特徴。（50gal以上継続時間は約3分）
○地震による大規模な堤防被災の主要因は、3パターン （Ⅰ：基礎地盤液状化によるもの、Ⅱ：堤体の部分液状化によるもの、

Ⅰ+Ⅱ：上記の複合によるもの）と考えられるが、詳細は今後検討していく。

堤防被災の主要因地震動の継続時間の比較

被災要因 堤体土質構成のイメージ 被災のメカニズム

パターンⅠ
基礎地盤液状化によるもの

・基礎地盤が砂質土等で構成される。
・地下水位以下の基礎地盤（砂質土層）が液状化することで被
災。
・治水地形は旧河道や旧落堀に該当することが多い。

パターンⅡ
堤体の部分液状化によるもの

・基礎地盤が粘性土等の軟弱土層で構成される。
・築堤による基礎地盤の圧密沈下により堤体内水位以下の堤
体が部分的に液状化することで被災。
・治水地形は氾濫平野、自然堤防に該当することが多い。

パターンⅠ+Ⅱ
上記の複合によるもの

・堤体、基礎地盤とも砂質土等で構成される。
・両者が液状化することで被災。

砂質土
地下水位

S

粘性土

砂質土 堤体内水位

S 堤体内水位砂質土

砂質土
地下水位

被覆土

継続時間：初めて50galを観測した時刻と、最後に50galを観測した時刻の差

小貝川（茨城県つくば市） 那珂川（茨城県東茨城郡） 江戸川（西関宿地区）

パターンⅠ パターンⅡ パターンⅢ

小段クラックの深さ約1m

段差約1.1m

亀裂幅は約0.6m
流動変形、墳砂

液状化により河川堤防に甚大な被害

12
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水門
堰

津波警報を受信すると
自動でゲートが閉まる堤防の液状化対策例

嵩上げ

堤防

現況堤防高

堤防の嵩上げ 水門等の自動化・遠隔操作化

○地震による液状化等により堤防等に被害が生じた箇所については、平成24年出水期までに、一部を除き被災前と同
程度の安全水準（地盤沈下分を含む）を確保する本復旧を完了。

○津波により甚大な被害を受けた河川の河口部で、津波対策等として必要な堤防の高さが不足している箇所において、
概ね５年を目途に全箇所完了させることを目標に、海岸堤防の整備計画及び市町村が策定する復興計画等と整合を
図りながら堤防の嵩上げ等の津波対策を実施中。

事業計画及び工程表事業計画及び工程表

河川津波対策等河川津波対策等

堤防・水門等の耐震・液状化対策

基礎地盤（砂質土）

基礎地盤（粘性土）

液状化対策
（地盤改良・矢板）

締固め工法、
ドレーン工法等 鋼矢板、

固化工法等

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

H２３ H24 H25 H26
H27以降

  河川対策

出水期 出水期出水期

（※）避難判断水位等を引き下げて運用

出水期

施工準備

（堤防設計等）

国管理）H２４年出水期を目途に、一部を除き
被災前と同程度の安全水準（地盤沈下分を

含む）までの本復旧を完了

県・市町村管理）約5割の557箇所
について本復旧完了

国管理）液状化対策については地盤改良等を継続実施

本復旧（河口部では、隣接する海岸堤防の整備計画、市町村策定の復興計画等を踏まえ、整備を逐次完了し、概ね５年を目途に全箇所復旧完了。）
応急対策

15

河川における津波対策は平成27年度までに完了予定河川における津波対策は平成27年度までに完了予定

東日本大震災で河川堤防が果たした役割 堤防は重要な避難場所

阿武隈川→

阿武隈川左岸の寺島地区の堤防に、
地区住民のほぼ全員の60名が最長
３日間避難して難を逃れた。

避難場所
（阿武隈川左岸4km付近）

海からの海からの
津波津波

●●岩沼市長のコメント岩沼市長のコメント
「阿武隈川左岸4k付近の寺島地区（約44戸）の住民は、大津波警報が出た時、近く

に高い場所が無いため、阿武隈川の左岸堤防に逃げた。
海からの津波と川を遡上してきた津波の挟み撃ちに合い、もうダメかと諦めたが、越
水することも、また堤防が崩れることも無く命拾いした。
おかげで寺島地区には犠牲者が1人もいない。自衛隊もここの堤防は頑丈だと言って

いた。質的整備をしてもらって本当によかった。」

河川内への

河川内への津波遡上

津波遡上

位置図

寺島地区寺島地区

←阿武隈川

堤防上の自衛隊車両（捜索活動等を実施）

堤防に避難した重機や一般車両

←阿武隈川

●●堤防強化概要堤防強化概要
漏水及び浸透対策のため堤防を大きくして漏水及び浸透対策のため堤防を大きくして 強強
化（右図参照）化（右図参照）

完成時（被災前）

←阿武隈川

1:3.0

止
水
矢
板

7.0ｍ

盛 土盛 土

標準断面図

1:3.0

止
水
矢
板

7.0ｍ

盛 土盛 土

標準断面図

（阿武隈川 寺島地区の例）

14
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延べ延べ18,11518,115人・日活動人・日活動
1313都道県、都道県、9797市町村へ支援市町村へ支援
（（1111月月2828日現在）日現在）

○ 災害対策要員（リエゾン）
の派遣 （のべ6,437人・日）

○ 被災調査箇所については随時報告を実施

○ 公共土木施設の被害状況調査支援
（のべ5,577人・日）

照明車

○ 国土交通省の保有する災害対策用車両等による災害対応支援
を実施 （のべ5,897人・日）

○ 通信衛星車等を設営し、途絶した通信回線を確保
（18市町村等）

○ みちのく号をはじめとする全国の地方整備局の災害対策
用ヘリコプターにより、発災直後から広域上空被害調査
を実施 （のべ109人・日）

宮城県気仙沼市（3月12日）

みちのく号

○ 津波浸水区域の排水支援を実施

東松島市大曲地区の浸水状況 東松島市浜市地区で排水ポンプ車により
24時間体制で排水作業を実施

南三陸町にて自衛隊と排水作業の調整を実施
（近畿地方整備局TEC-FORCE）

液状化の被災状況調査（千葉県・小野川）

道路の被災状況調査（陥没箇所）準用河川の被災状況調査（護岸）

道路の被災状況調査（橋梁）

○ ３月１１日より、災害対応支援を実施中

東日本大震災へのＴＥＣーＦＯＲＣＥの派遣

17

嵩上げ

堤防

現況堤防高

北上川【石巻市】

被災状況

堤防流出・決壊 堤防亀裂

那珂川【水戸市】 江戸川【幸手市】

被災状況

堤防法崩れ

津波遡上

堤防越水

堤防の液状化対策例

堤防嵩上げ 津波の遡上による被害

被災状況

様々な堤防の被災状況

河川津波対策

東日本大震災を教訓として、全国的に緊急に実施する必要性が高く、
即効性のある防災、減災等のための施策を実施

東日本大震災を教訓として、全国的に緊急に実施する必要性が高く、
即効性のある防災、減災等のための施策を実施

今回の東日本大震災の教訓を踏まえて、全国的に緊急に実施する必要がある防災・減災対策を実施。
○ 河川津波対策

津波により、甚大な被害が発生したことを踏まえ、堤防の嵩上げ等を実施し、被害の防止・軽減を図る
○ 堤防・水門等の耐震・液状化対策

液状化等により、多くの堤防が被災したことを踏まえ、堤防・水門等の耐震・液状化対策を実施し、被害の防止・軽減を図る 等

水門等の対策工法イメージ

アラミド繊
維を用い
た補強に
より鉄筋
量増加と
同等の曲
げ補強対
策を実施

水門等の耐震対策

16

基礎地盤（砂質土）

基礎地盤（粘性土）

液状化対策
（地盤改良・矢板）

締固め工法、
ドレーン工法等 鋼矢板、

固化工法等

堤防の液状化対策
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水系名 河川名 水位観測所 今回最高水位 既往最高水位

かげつ

花月 4.16ｍ 3.68ｍ
おおいたけんひたし

（大分県日田市）
観測史上最高 （S47.7.5）

しもとうばる

下唐原 7.46ｍ 6.74ｍ
ふくおかけんちくじょうぐんこうげまち

（福岡県築上郡上毛町）
観測史上最高 （S28.6.27）

ちくごがわ

筑後川
かげつがわ

花月川

やまくにがわ

山国川
やまくにがわ

山国川

７月 ３日 （２水系：２河川）

７月１２日 （２水系：２河川）

７月１４日 （３水系：５河川）

■レベル5：はん濫が発生した河川

■レベル４：はん濫危険水位を超過した河川

７月 ３日：１水系２河川

７月１２日：１水系２河川

７月１３～１４日：４水系７河川

※７月３日時点

水系名 河川名 水位観測所 今回最高水位 既往最高水位

よつぎばし

代継橋 6.32ｍ 5.88ｍ
くまもとけんくまもとし

（熊本県熊本市）
観測史上最高 （S55.8.30）

さの

佐野 4.92ｍ 4.13ｍ
くまもとけんきくちし

（熊本県菊池市）
観測史上最高 （S55.8.30）

しらかわ

白川

きくちがわ

菊池川

しらかわ

白川

こうしがわ

合志川

■２河川（花月川・矢部川）で堤防決壊したほか、５河川ではん濫が発生

水系名 河川名 水位観測所 今回最高水位 既往最高水位

ふなごや

船小屋 9.76ｍ 7.74ｍ
ふくおかけんちくごし

（福岡県筑後市）
観測史上最高 （H2.7.2）

かげつ

花月 4.37ｍ 4.16ｍ
おおいたけんひたし

（大分県日田市）
観測史上最高 （H24.7.3）

にしくまのうえ

西隈ノ上 3.36ｍ 2.71ｍ
ふくおかけんうきはし

（福岡県うきは市）
観測史上最高 （H19.7.6）

ちゅうおうばし

中央橋 2.97ｍ 3.79ｍ
ふくおかけんくるめし

（福岡県久留米市）
（H22.7.14）

しもとうばる

下唐原 7.14ｍ 7.46ｍ
ふくおかけんちくじょうぐんこうげまち

（福岡県築上郡上毛町）
観測史上２番目 （H24.7.03）

やまくにがわ

山国川

やべがわ

矢部川
やべがわ

矢部川

かげつがわ

花月川

ちくごがわ

筑後川
くまのうえがわ

隈ノ上川

こせがわ

巨瀬川

やまくにがわ

山国川

山
国
川

矢
部
川

筑
後
川

菊池川

白川

遠賀川

六角川

合志川

巨瀬川

花月川

隈
ノ
上
川

牛津川

彦
山
川

中
元
寺
川

小石原川

上
内
田
川

直轄管理区間において
・はん濫が発生した河川
・はん濫危険水位を超過した河川

7月3日～14日出水 はん濫が発生・はん濫危険水位超過河川

7/3,7/14

7/3,7/14

7/14

7/12

7/12

19

7/14
7/14

平成２4年７月 九州の豪雨災害

18
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矢部川

矢部川

0k

2k

4k

6k

8k

10k

12k

14k

16k

18k

1k

2k

3k

××

5k

15k

1

2

3

4

5

飯江川
は え

沖端川
（県管理河川）

おきのはた 船小屋

や べ

※1）本資料の数値は、速報値のため、今後の調査結果により変わることがある。

※2）計画高水位超過区間は、出水後の痕跡調査より記載。

：堤防決壊箇所

矢部川：１カ所

沖端川：２カ所（福岡県管理区間）

：計画高水位超過区間（矢部川：4.2k～18.4k）

（飯江川：0.0k～ 3.0k）

：浸水区域（現在、調査中）

：直轄管理区間

5

矢部川

左岸8.0kより下流を望む

1

矢部川

左岸11.6kより下流を望む

2

右岸4.2k付近

6

右岸8.2k付近

0k

右岸11.9k 法尻陥没

3

【 凡 例 】

4

左岸16.0k 漏水状況

有明海
ありあけ

柳川市街
地中心部

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

鹿
児
島
本
線

九
州
新
幹
線

有
明
海
沿
岸
道
路

6

矢部川
（国管理河川）

九
州
自
動
車
道

養
護
老
人
ホ
ー
ム

9

10

11

12

13

14

15

16

17

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00

はん濫危険水位 14.09m

計画高水位 15.22m

7月14日

水
位
（
m
）

はん濫危険水位 14.09m

計画高水位 15.22m

※船小屋観測所零点高 ： T.P.5.69m

●船小屋水位観測所（15.3k）

4時間程度高い水位が継続

矢
部
川
決
壊
時
間

13:

20
頃

×

×

出水
年月
日

浸水
面積
（ha）

浸水家屋数

床上
（戸）

床下
（戸）

合計
（戸）

H24.7.14 約2,579 約704 1,166 約1,870

※国土交通省による直轄・県管理区間の調査結果。
※内水による浸水被害含む。

矢部川水系矢部川 出水時の状況 （九州北部豪雨）

21

0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

沖端川沖端川

塩塚川塩塚川

矢部川矢部川

星野川星野川

飯江川飯江川

楠田川楠田川

白木川白木川

辺春川辺春川 田代川田代川

笠原川笠原川

剣持川剣持川

日向神ダム日向神ダム
ひゅうがみ

はえ

おきのはた

しおつか

へばる

しらき

くすだ

横山川横山川

かさはら

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

船小屋船小屋
ふなごや

有
明
海

河口河口

三国山
（標高994m）

みくに安手橋安手橋
やすでばし

凡　例

：基準地点

：主要地点

：矢部川流域

：県界

：市町村界

：国管理区間
本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

75

147

225
258

84
122

147

201

79

190

265
303

59
94

152
189

89

170.5

265.5
306.5

56

102

168
213

1時間 3時間 6時間 9時間

1時間 3時間 6時間 9時間

1時間 3時間 6時間 9時間

辺春（へばる）

瀬高（せたか）

舞鶴（まいづる）

：既往最多雨量

：今回の雨量

：観測史上最多★

★

既往最多雨量
1時間：S31.8出水 3時間：H2.7出水
6時間： H2.7出水 9時間： H2.7出水

74

124

186
209

94

183

303

365
1時間 3時間 6時間 9時間

黒木（くろぎ）

★

★

★

★

既往最多雨量
1時間：H10.8出水 3時間：H9.8出水
6時間：S63.6出水 9時間：H7.5出水

既往最多雨量
1時間：H8.8出水 3時間：H7.5出水
6時間：S63.6出水 9時間：H7.5出水

既往最多雨量
1時間：H7.7出水 3時間：H2.7出水
6時間：H2.7出水 9時間：H2.7出水

既往最多雨量
1時間：H9.8出水
3時間：H2.7出水
6時間：H2.7出水
9時間：H2.7出水

66

114
156

212

86

143

192

255
1時間 3時間 6時間 9時間

杠葉（ゆずりは）

★

★
★

★

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

矢部川流域では、黒木(くろぎ)雨量観測所（福岡県八女市黒木町）において、１時間雨量９４ミリ、３時間雨量

１８３ミリを記録したほか、３雨量観測所で観測史上最多の雨量を記録。

降雨の概要（矢部川流域の雨量）

20
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柳川市三橋町中山地先

沖端川沖端川

復旧完了（７月１８日）

やながわし みつはしまち なかやま

堤防決壊箇所における応急対策（沖端川左岸11k500【県管理】）

23

○矢部川水系矢部川の堤防決壊箇所では、７月１４日１６時から約６４時間の連続
作業を行い、７月１７日７時３０分に応急対策工事が完了。

堤防決壊

L=50m
矢
部
川

7/14 16:00

合志川

矢部川
7/14 23:30

7/16 5:30
矢部川

7/17 7:30完了

矢部川

7/14 13:20

①堤防決壊確認 ②応急復旧作業開始 ③夜間施工状況

④従来の堤防の高さ、断面までの確保が完了 ⑤応急復旧完了（堤防表面を補強する法覆工が完了）

矢部川

堤防決壊箇所における応急対策（矢部川右岸7k300）

22
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熊本市役所

熊本県庁

おぜきばし

小磧橋

白
川

57

3

3

熊本ＩＣ

①

よつぎばし

代継橋

：直轄管理区間

たつだじんない

熊本市北区龍田陳内 （県管理区間）

①

②

たつだ

熊本市北区龍田一丁目 （県管理区間）

③

たつだじんない

熊本市北区龍田陳内 （県管理区間）

７月１２日７月１１日

水
位

（
ｍ
）

⑤

●代継橋水位観測所（12.0k）

おぜきばし

白川16K900（小磧橋)付近 （直轄管理区間）

④

大甲橋

白川13k200（大甲橋）付近（直轄管理区間）

⑤ たいこう

出水
年月日

浸水
面積
（ha）

浸水家屋数

床上
（戸）

床下
（戸）

合計
（戸）

H24.7.12 21.3 102 94 196

④

③

②

：浸水区域

※国土交通省による直轄管理区間の調査結果。
※内水による浸水被害含む。

白川水系白川 出水時の状況 （九州北部豪雨）

25

白川上流域の阿蘇地方で記録的な降雨が発生し、国土交通省の坊中(ぼうちゅう)雨量観測所（熊本

県阿蘇市黒川）において、１時間雨量１２４ミリ、３時間雨量３１５ミリを記録したほか、２雨量観測所で
観測史上最多の雨量を記録。

降雨の概要（白川流域の雨量）

代継橋

白川

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

：既往最多雨量

：今回の雨量

：観測史上最多★

熊本

89

138

35

83

最多１時間 最多３時間

坊中

194

315

124
92

★

★

最多１時間 最多３時間

色見

149142

99 80
★

最多１時間 最多３時間

過去最多１時間雨量：Ｈ１５．７出水
過去最多３時間雨量：Ｓ６３．５出水

過去最多１時間雨量：Ｈ ７．７出水
過去最多３時間雨量：Ｈ１５．７出水

過去最多１時間雨量：Ｈ１３．６出水
過去最多３時間雨量：Ｈ ２．７出水

■白川水系

流域面積 ： ４８０ｋｍ

幹川流路延長 ： ７４ｋｍ

直轄管理区間 ： ２１．７ｋｍ

２

白川

24
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筑後川流域では、７月３日出水で５雨量観測所において３時間雨量が観測史上最多を記録した。
７月１４日出水では１雨量観測所において、３時間雨量が観測史上最多を記録したほか、７月３日に
引き続き３時間100mmを超える雨量を４雨量観測所で記録。

降雨の概要（筑後川流域の雨量）

７/１４出水３時間雨量（㎜）

H24.7以前における既往最多の３

時間雨量（㎜）

鶴河内

107
148

119

花月

124

172

112
横畑

95

157

101

中塚

83

161

114

三隈

102

144

93

妹川

125
147

83

７/３ 出水３時間雨量（㎜）

※既往最多はH24.7.3
※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH21.7.14

本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

観測史上最多★

★

※既往最多はH24.7.3

27

★

★

★

★

★

八
城
橋

熊
本
西
大
橋

熊本市役所

熊本駅
熊本県庁

熊本城

泰
平
橋

白川橋

新世安橋

JR第一白川橋梁

蓮台寺橋

○熊本市街地においては、緊急対策特定区間として築堤や掘削を平成15年度より実施してきたところで
あり、今回の洪水では水防活動等を行った結果、何とか大きな被害を免れた状況。

○一方で、県管理区間を含む当該区間より上流では河川の氾濫により大きな被害が発生。
○上流の氾濫が無ければ、下流では水位のさらなる上昇により氾濫し、熊本市街地で大きな被害が出た
可能性。引き続き上下流のバランスを図りながら水位を下げる対策等の治水対策が必要。

■緊急対策特定区間の整備例

▽整備後堤防高 TP.約15.9m

▽今回の洪水痕跡 TP.約15.6m
（パラペット天端より約30cm下）

白川白川

H24.7.12 10:43頃撮影
（ピーク時より約20分後）

<洪水時の状況（13k300右岸付近）>

凡 例

整備箇所

〈白川の断面と浸水範囲〉

〈緊急対策特定区間〉

▽整備前堤防高 TP.約14.5m

水防活動中13k100右岸付近）

緊特区間 整備率
必要延長 整備済み

堤防整備 8.7 8.0 92%
河岸掘削 1.4 1.4 100%

※H25.3末予定

堤防新設 旧堤防撤去

約４．２m
白川

8k100付近
（十禅寺地区）

←市街地

じゅうぜんじ

8/100付近左岸 十禅寺地区

約4.2m 引堤

九州北部豪雨による洪水における白川の水位について

26
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○筑後川水系花月川では、平成２４年７月３日に発生した豪雨災害を受け、堤防決壊２箇所における緊
急的な応急対策工事を実施し、７月１３日１２時に完了。

○その後の７月１４日に、７月３日洪水と同規模の出水が発生したが、緊急に実施した応急対策工事に
より、当該箇所では、家屋浸水被害の発生を防止することが出来た。

堤防決壊 L=160m

着工前（７月３日） 応急復旧完了時（７月１1日 AM8:30） 出水状況（7月14日 AM9:00）

堤防決壊L=200m

着工前（７月３日） 復旧完了時（７月１3日 PM12:00） 出水状況（７月１4日 AM9:00）

筑後川水系花月川 5/800左岸 堤防決壊（L=160m）

筑後川水系花月川 6/200右岸 堤防決壊（L=200m）

7月14日洪水では、7月3日DHWL（被
災水位）を超える痕跡水位を観測

根固ブロック（２～５ｔ）
＋岩砕（間詰め）

応急対策断面 5/800

連節ブロック（遮水シート込）L=12m

▽HWL 98.18m

▽H24.7.3DHWL 98.31m

▽H24.7.14DHWL 98.78m

袋詰根固め（３t）

天端W=3m

1:1

1:1

応急対策断面

盛土（岩砕＋流用土）

袋詰根固め3t

6/200 連節ブロック（遮水
シート込）L=7m

▽H24.7.3DHWL 102.67m

▽HWL 101.68m

▽H24.7.14DHWL 102.69m
天端W=4m

根固ブロック（２～５ｔ）

7月14日洪水では、7月3日DHWL（被
災水位）を超える痕跡水位を観測

応急対策断面 6/200

根固ブロック
＋岩砕（間

花月川における緊急に実施した応急対策工事の効果について

29

※１）浸水面積は国土交通省による調査結果。

※２）浸水被害には内水による浸水が含まれている。

※３）速報値のため、今後の調査結果により変わることがある。

0k

2k

4k

6k

8k

：7/3出水による堤防決壊箇所

：越水箇所（13箇所）

：7/3出水 浸水範囲

：7/14出水 浸水範囲

：直轄管理区間

【 凡 例 】

×

×
×

平成２４年７月３日出水 平成２４年７月１４日出水

H24.7以前既往最高水位
S47年7月5日 2:00 3.68m

最高水位

７月3日 9：30 4.16ｍ
※既往最高水位更新

H24.7以前既往最高水位
S47年7月5日 2:00 3.68m

今回の洪水による最高水位

７月14日 7：30 4.37ｍ
※H24.7.3の既往最高水位を再更新

※花月水位観測所：Ｓ２９年以測開始

①

日田市西有田地区（花月川左岸 ５Ｋ８００付近） 堤防決壊状況

花月川 住吉地区 ６Ｋ２００付近

堤防決壊 L=160m

至 大分

至 鳥栖

①

日田市西有田地区（花月川 右岸６Ｋ２００付近） 堤防決壊状況

堤防決壊 L=200m

②

②

③日田市三和地区（花月川 ７Ｋ７００付近） 浸水状況

２１２

２１２

護岸崩壊 L=30m

③

●花月水位観測所（3.4k） 花月

出水
年月日

浸水
面積
（ha）

浸水家屋数

床上
（戸）

床下
（戸）

合計
（戸）

H24.7. 3 121.3 415※ 306 721

H24.7.14 79.0 101 181 282

※7月3日における床上浸水家屋数には、家屋全壊1戸が含まれる。
※国土交通省による直轄管理区間の調査結果。

筑後川水系花月川 出水時の状況（7/3出水、九州北部豪雨）

28
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⑬

⑫

⑭

多志田堰左岸より下流を望む（越水状況）（7/3 9:00）

耶馬渓町平田

青の禅海橋右岸の浸水状況（7/3 15:20）

本耶馬渓町曽木

平成２４年７月３日出水

H24.7以前既往最高水位
S28年6月27日 22:00 6.74m

最高水位
７月3日 10：40 7.46ｍ
※既往最高水位更新

最高水位
７月14日 8：30 7.14ｍ

H24.7以前既往最高水位
S28年6月27日 22:00 6.74m

※下唐原水位観測所：Ｓ１９年観測開始

平成２４年７月１４日出水

水
位

（
ｍ

）

②
①

①

②●下唐原水位観測所（5.9k）

山国川における主な浸水被害発生箇所

※国土交通省による直轄管理区間の調査結果。
※内水による浸水被害含む。

山国川水系山国川 出水時の状況（7/3出水、九州北部豪雨）

31

７/１４出水３時間雨量（㎜）

H24.7以前における既往最多の３

時間雨量（㎜）

中津

187

173

127
174

133
182

12413日8:00～14日8:00

７/３ 出水３時間雨量（㎜） 84

132

鳥屋

167

119
97

古後

187

吉野

142

101

202

下郷

137134

195
130124

耶馬渓ダム
193

112

156

東谷

181

126133

馬場

182

95
127

岩屋

174

84

128

家籠

173

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

※既往最多はH24.7.3

本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

山国川流域上流では、７月３日出水では９雨量観測所において、３時間雨量が観測史上最多を記
録した。７月１４日出水では、７月３日出水に引き続き、３時間で100mmを越える雨量を６観測所で

記録した。

降雨の概要（山国川流域の雨量）

30
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緊急点検フロー及び点検結果

全国１０９の一級水系の直轄河川堤防延長 Ｌ＝約１３，４００ｋｍ ※堤防不要区間を除く

点検対象堤防延長 Ｌ＝約９，２００ｋｍ

洪水等に際して水防上特に注意を要する箇所、又はそれと同程度の箇所を抽出

矢部川決壊※

↓

パイピング、法すべり
↓

漏水対策（浸透含む）

【堤防への浸透】
要対策延長Ｌ＝約６００ｋｍ

【パイピング】
要対策延長Ｌ＝約６００ｋｍ

（宮川等）

今回の被災を踏まえて、被災履歴、堤防詳細点検結果等、
既存データを活用しつつ再確認

白川越水
↓

流下能力不足
↓

築堤・掘削

要対策延長Ｌ＝約１，５００ｋｍ
（信濃川水系千曲川等）

花月川河岸侵食
↓

水衝・洗堀
↓

洗堀対策

要対策延長Ｌ＝約２００ｋｍ
（富士川水系釜無川等）

点検結果

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防
が崩壊するおそれのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊
するおそれのある箇所

・河床が深掘れしている箇所や水衝部等、
河岸侵食・護岸欠損のおそれがある箇所

・堤防高が局所的に低い等、当面の目標
に対して流下能力が不足している箇所
（上下流バランスを確保しながら実施）

要対策延長Ｌ＝約２，２００ｋｍ ※重複計上なし（各対策の延長は重複あり）

※矢部川の被災原因については現在調査中。 33

32

平成24年７月の九州の豪雨災害等を

踏まえた堤防の緊急点検の結果
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河川水の浸透による堤防決壊河川水の浸透による堤防決壊

河川水の侵食・洗掘による堤防決壊河川水の侵食・洗掘による堤防決壊

河川水の越水による堤防決壊河川水の越水による堤防決壊

（参考）堤防決壊のメカニズム

34
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中国地方治水大会についてご案内

平成 24 年 11 月 12 日　14:00 ～
広島市　広島県民文化センター

広島県土木局河川課

今年度の中国地方治水大会の事務局を担当しま
す広島県からＰＲをさせていただきます。関係者
の多数のご参加をお願いいたします。

広島県は中国、四国地方の中央部に位置してお
り、県の北部は中国山地の脊梁部を隔てて島根・
鳥取の両県に、東部は吉備高原に沿って岡山県に、
西部は安芸西部山地を境に山口県に隣接し、南部
は気候温和な瀬戸内海に面し、芸予諸島等、大小
138 もの島々を挟んで、四国の愛媛・香川両県に
相対しています。
また、北の中国山地、南の四国山地に挟まれた

地形的な理由により、夏・冬の季節風の影響を受
けにくく、梅雨・台風時期を除き、一般的に夏の
降雨量、冬の積雪量ともに少なく、晴天が多いと
いう瀬戸内海気候地帯です。県全体としては、概
ね温和ですが、瀬戸内海沿岸部では、年平均気温
が 16℃内外、年平均降水量が 1,200 ｍｍ未満であ
るのに対し、県の北部の中国山地付近では、年平
均気温が 11℃内外、年平均降水量が 2,500 ｍｍ近
くにおよぶ地点もあり、地域的に異なった気候を
もっています。
このように、瀬戸内面、吉備高原面、脊梁面と

よばれる三段の階段状の隆起準平原が織りなす複
雑な地形や気候が絡み合いつくり出された瀬戸内
海国立公園に代表される豊かな自然環境のもと、
世界遺産登録をされた厳島のように、自然と人と
が共生することにより生み出される恵まれた自然
環境の素晴らしさが、人々を引き付ける魅力のひ
とつとなっています。
そして、県土利用については、北部県境に中国

山地を配しているため、森林原野の面積が最も多
く、県全体の 73.8％を占め、一般住宅地・商業地・
工業用地等の宅地は、瀬戸内海沿岸を中心に県全
体の 4.4％となっており、市街地は主に一級河川

の太田川、江の川、芦田川、二級河川の沼田川等
の中・下流域の堆積層地帯を中心に形成されてき
ました。
さて、広島県における近年の水害としては、平
成 22 年 7 月の梅雨前線豪雨災害があげられます。
県下において、人的被害では死者 5名、住宅被害
では全壊 18 棟、半壊 20 棟、一部破損 65 棟、床
上浸水 261 棟、床下浸水 1,375 棟となり、3 市町
において災害救助法が適用されました。
特に被害が著しかったのは、県の北部に位置す
る庄原市における局地的な集中豪雨によるもの
で、大戸観測所では 60 分間に 91 ｍｍ、10 分間
で 44 ｍｍと猛烈な雨を観測しました。
そのため、河川災害や道路災害、そして人家等
に影響を及ぼした土石流災害が 37 箇所も発生し
ました。河川においては、一級河川江の川水系大
津恵川の災害関連事業（延長 1.38km）、道路にお
いては一般県道中迫川北線の災害関連事業（延長
5.38km）、砂防においては災害関連緊急事業（5
渓流 6堰堤）と、砂防激甚災害対策特別緊急事業（5
渓流 15 堰堤渓流保全工 3箇所）が採択され、鋭
意事業を行っており、現在の進捗率は 77％程度
となっています。
一方、通常事業に関しては、昨年度「ひろしま
川づくり実施計画 2011」を策定しました。
この実施計画は、改修計画のある河川において、

「河川整備計画策定済河川（予定を含む）」、「一定
計画に基づき実施する河川（延長約 50 ｍ以上）」
に区分し、客観的な評価により優先度を明確にし
た上で、「選択と集中」を徹底し、優先度や緊急
性の高い箇所から整備するものです。
また、「防護達成人口率」といい、「洪水や高潮
により浸水被害が想定される区域内の人口」に対
する「改修が完了した区域内の人口」の割合を定
量化し、成果目標として設定しています。
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実施計画の期間は、平成 23 年度から 27 年度ま
での 5ヵ年とし、この計画期間で河川を整備する
箇所を明らかにし、完成箇所、部分完成箇所を明
示して、「効果の見える河川整備」を目指すもの
です。

最後に、広島県の観光について紹介いたします。
今年度の大河ドラマ「平清盛」ブームを核と
して、現在「清盛の広島へ」というキャッチフレー
ズのもと、観光キャンペーンを展開しています。

また、広島県出身の「有吉弘行」さんを広島県
観光大使とし、「おしい！広島県」キャンペーン
を各分野にわたり展開しています。広島県には豊
富な観光資源がたくさんあるにも関わらず、全国
の皆様に知られていません。このおしい！状況を
打破し、「おしい」を「おいしい」に変えるため
のキャンペーンが「おしい！広島県」キャンペー
ンです。
「食」をはじめ、「文化」「歴史」など今まで以
上に広島を十分楽しんでいただけると思っており
ます。皆様のお越しを心からお待ちしております。

大津恵川（庄原市）被災状況

大津恵川（庄原市）復旧後
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浅川ダム定礎式
長野県　長野建設事務所

浅川改良事務所

１．はじめに
長野県が信濃川水系一級河川浅川の長野市浅川

一ノ瀬地先で建設を進めている浅川ダムにおきま
して、平成 24 年 9 月 19 日に定礎式を開催しまし
た。
当日は、雨上がりの残暑の中、地元関係者、議

会関係者、行政関係者、工事関係者など 152 名の
方々の参加のもと、ダムの永久堅固と安泰を祈願
しました。

２．浅川の治水対策
浅川は、長野市北部の市街地を流下し千曲川に

合流する中小河川です。
急流なうえ天井川であったこと等から、古くか

らたびたび水害を発生させていました。また現在
は、沿川の宅地化が進み、ひとたび河川が氾濫し
た時の被害は甚大になるものと想定されていま
す。
浅川流域住民の生命・財産を守るため、治水安

全度を 1/100 とした、ダム建設と河川改修の組み
合わせによる治水対策を推進しています。

３．ダムの概要
	浅川ダムは、堤高 53 ｍ、堤頂長 165 ｍ、堤体

積 141,000m3、総貯水容量 1,100,000m3 の重力式

浅川ダム完成イメージ

ダム本体コンクリート打設量 52,000m3

　(H24.10.15 撮影）

 式辞：長野県知事 阿部守一 祝辞：国土交通大臣代理
水管理・国土保全局長 足立敏之
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コンクリートダムで、通常は水を貯めない治水専
用の流水型ダム「いわゆる穴あきダム」です。
土砂の流下や魚の遡上を妨げず、常用洪水吐き

には魚が遡上しやすいよう魚道も設置しており、
環境への影響を軽減する「環境に優しいダム」で
す。

４．定礎式
定礎式は、ダム堤体で執り行いました。
阿部守一	長野県知事の式辞、国土交通大臣（代

理：足立敏之	水管理・国土保全局長）の祝辞に
続き、定礎の儀を執り行いました。
礎石は、地元の長野市で受け継がれている善光

寺木遣り唄が響きわたる中、長野県浅川改良事務
所長の先導のもと、大林・守谷・川中島建設共同
企業体の職員により力強く搬入されました。

礎石が所定の位置に据えられた後、「鎮定の儀」
「斎鏝の儀」「斎槌の儀」が、厳かに執り行われま
した。
その後の「埋納の儀」では、タワークレーンで
吊り上げたバケットからコンクリートが流し込ま
れて、礎石がダム本体と一体となりました。ダム
工事の壮大さに感嘆の声が上がる中、全員による
「万歳三唱」で定礎を祝いました。
最後に、浅川流域の住民代表者、地元選出の議
会議員による「くす玉開披」が行われ、式典が滞
りなく終了しました。

鎮定（ちんてい）の儀
（工事を進める道をつける儀式）

斎鏝（いみごて）の儀
　（鎮定の儀でつけられた道を均す儀式）

埋納（うめおさめ）の儀
　　（礎石をダム本体と一体にする儀式）

善光寺木遣り唄の先導で礎石を搬入

斎槌（いみづち）の儀
（均したものをさらに強固にする儀式）
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５．おわりに
浅川ダムは、平成 22 年 5 月にダム本体工事に

着手し、平成 23 年 9 月にダム本体コンクリート
の初打設を行い、このたび無事に定礎式を終える
ことができました。まだまだ完成までの道のりは
長いですが、この日の感動を胸に、平成 28 年度
末の完成を目指して、安全で適正な工事を鋭意進
めてまいります。
最後に、浅川ダム建設にあたり、貴重な土地を

提供していただいた地権者の皆様をはじめ、地元
関係者の皆様、また、国土交通省、（独）土木研究所、
（財）ダム技術センター、そして、多くの関係機
関の皆様に、心より厚く御礼を申し上げます。

 くす玉開披
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〈全水連便り〉

10 月 17 日（水）ルポール・麹町会館にて「理事会」が開催され、公務ご多忙中の理事の方々からご出席
を頂きまして、来たる 11 月 30 日開催の「治水事業促進全国大会」についてご審議を頂きました。会員の皆
様には後日正式なご案内を郵送させて頂きます。多数ご出席頂きますようお願い申し上げます。
なお、理事会を開催する前に、先月 9月 11 日に着任された治水課長の山田邦博様から、ご挨拶と「河川

行政を取り巻く最近の話題」についてご説明がありました。その貴重な資料を掲載させて頂きましたのでご
覧下さい。
各地方の治水大会関係では、中国地方（11 月 12 日 14 時～　広島市 : 広島県民文化センター）のご紹介を

掲載させて頂きました。
余談ですが、表紙の都立「清澄公園」は 65 才以上は入場料が半額だそうです。とてもすばらしい美しい

公園ですので、皆様も一度足をお運びになられたらいかがでしょうか。


